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民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
は
、
人
と

人
と
の
ふ
れ
合
い
の
中
で
時
間
を
か
け
て

信
頼
関
係
を
築
い
て
生
き
て
く
る
も
の
で

す
。
こ
の
度
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
防
止
へ
の
対
応
に
関
し
て
は
、

先
の
見
通
せ
な
い
状
況
や
行
動
の
不
自
由

さ
の
中
で
、
普
段
通
り
の
相
談
・
支
援
活

動
が
行
え
な
い
も
ど
か
し
さ
を
感
じ
な
が

ら
、
各
地
域
で
支
援
の
方
法
を
工
夫
し
活

動
を
す
す
め
て
き
ま
し
た
。

　

気
に
掛
け
て
い
る
世
帯
に
は
、
イ
ン

タ
ー
ホ
ン
越
し
や
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
の
活
用

等
で
安
否
確
認
を
行
な
い
、
委
員
同
士
で

は
、
電
話
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
連
絡
し
合
う
な
ど
、

直
接
会
わ
な
い
方
法
を
考
え
、
見
守
り
活

動
や
孤
独
死
・
孤
立
死
防
止
等
に
取
り
組

ま
れ
て
い
る
地
域
も
あ
る
よ
う
で
す
。

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
活
動
は
、
地

域
に
と
っ
て
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
も

の
で
す
。
感
染
拡
大
が
長
期
化
さ
れ
る
こ

と
も
想
定
し
、
自
ら
の
感
染
防
止
対
策
に

も
努
め
な
が
ら
、
関
係
機
関
と
つ
な
が
り
、

支
援
を
得
な
が
ら
活
動
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

全
国
民
生
委
員
児
童
委
連
合
会
会
長

メ
ッ
セ
ー
ジ
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

〇ご自身とご家族の安全が最優先です。活動や協力はご無理
のない範囲で。
〇日頃見守りや声かけをしている世帯で気がかりなことや確
認する必要がある場合は、行政機関や社協、専門機関、要
保護児童対策地域協議会などにつなぎ、それぞれの地域の
支援のネットワークを活用して支えましょう。
〇今はできるだけ、手紙や電話、さらには、電子メールやＳ
ＮＳ（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）を活用
し、つながりましょう。
〇お宅を訪問する場合は、前後に電話をかけ玄関先にメッ
セージを置く、顔を合わせる時にはマスクの着用や一定の
距離を置くなど、お互いの感染予防に配慮した行動を工夫
しましょう。
〇地域の状況によっては、徐々に小規模な会合は可能とする
動きもあります。定例会やサロン活動等の再開にあたって
は、行政や市町村民児協とも十分に協議し、感染予防（三
つの密〈密閉・密集・密接〉を避ける環境づくり等）や、
個々の民生委員・児童委員及び参加者の意向や状況を十分
に配慮した、無理のない取組みにしてください。

会長メッセージ
（「人と人をつなぐ私たちの強さ」）より一部抜粋
令和2年5月7日 全国民生委員児童委員連合会


